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〇
経
済
産
業
省
令
第
八
十
五
号

安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
確
立
を
図
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
電
気
事
業
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
一
月
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

西
村

康
稔

電
気
事
業
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
事
業
会
計
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ

て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前
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（
原
子
力
特
定
資
産
に
関
す
る
特
例
）

（
原
子
力
特
定
資
産
に
関
す
る
特
例
）

第
二
十
八
条
の
二

対
象
発
電
事
業
者
は
、
そ
の
運
用
す

第
二
十
八
条
の
二

対
象
発
電
事
業
者
は
、
そ
の
運
用
す

る
原
子
炉
（
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百

る
原
子
炉
（
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百

八
十
六
号
）
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
を
い

八
十
六
号
）
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
を
い

い
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制

い
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号

）
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
原
子

）
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
原
子

力
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
発
電
用
原
子
炉
施
設
（
同

力
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
発
電
用
原
子
炉
施
設
（
同

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る

発
電
用
原
子
炉
施
設
を
い
う
。
）
に
係
る
実
用
発
電
用

発
電
用
原
子
炉
施
設
を
い
う
。
）
に
係
る
実
用
発
電
用

原
子
炉
（
同
法
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

原
子
炉
（
同
法
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

実
用
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
同

実
用
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
同
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じ
。
）
を
廃
止
す
る
た
め
に
法
第
二
十
七
条
の
二
十
七

じ
。
）
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

原
子
炉
に
係
る
原
子
力
特
定
資
産
（
原
子
炉
の
運
転
を

お
い
て
、
当
該
原
子
炉
に
係
る
原
子
力
特
定
資
産
（
原

廃
止
し
た
時
に
お
い
て
原
子
炉
の
運
転
の
た
め
に
保
全

子
炉
の
運
転
を
廃
止
し
た
時
に
お
い
て
原
子
炉
の
運
転

が
必
要
な
固
定
資
産
の
う
ち
、
原
子
炉
の
運
転
に
伴
い

の
た
め
に
保
全
が
必
要
な
固
定
資
産
の
う
ち
、
原
子
炉

核
燃
料
物
質
（
原
子
力
基
本
法
第
三
条
第
二
号
に
規
定

の
運
転
に
伴
い
核
燃
料
物
質
（
原
子
力
基
本
法
第
三
条

す
る
核
燃
料
物
質
を
い
う
。
）
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た

第
二
号
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
を
い
う
。
）
に
よ
つ

も
の
及
び
運
転
を
廃
止
し
た
後
も
維
持
管
理
す
る
こ
と

て
汚
染
さ
れ
た
も
の
及
び
運
転
を
廃
止
し
た
後
も
維
持

が
必
要
な
固
定
資
産
を
い
い
、
建
設
仮
勘
定
に
計
上
さ

管
理
す
る
こ
と
が
必
要
な
固
定
資
産
を
い
い
、
建
設
仮

れ
た
固
定
資
産
（
原
子
炉
の
運
転
を
廃
止
し
た
後
に
竣

勘
定
に
計
上
さ
れ
た
固
定
資
産
（
原
子
炉
の
運
転
を
廃

工
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
含
み
、
資
産
除
去
債
務
相

止
し
た
後
に
竣
工
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
含
み
、
資

当
資
産
を
除
く
。
）
の
帳
簿
価
額
（
以
下
「
原
子
力
特

産
除
去
債
務
相
当
資
産
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
資
産

定
資
産
簿
価
」
と
い
う
。
）
を
原
子
力
発
電
設
備
又
は

（
以
下
「
原
子
力
特
定
準
備
資
産
」
と
い
う
。
）
を
区

建
設
仮
勘
定
に
計
上
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
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分
し
て
整
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣

業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
発
電
事
業
者

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
発
電
事
業
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
は
、
同
項
の
承
認
の

お
い
て
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
は
、
同
項
の
承
認
の

申
請
に
基
づ
く
承
認
に
関
す
る
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間

申
請
に
基
づ
く
承
認
に
関
す
る
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間

は
、
当
該
申
請
に
係
る
原
子
力
特
定
準
備
資
産
を
区
分

は
、
当
該
申
請
に
係
る
原
子
力
特
定
資
産
簿
価
を
原
子

し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

力
発
電
設
備
又
は
建
設
仮
勘
定
に
計
上
す
る
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一
・
二

［
略
］

一
・
二

［
略
］

三

原
子
力
特
定
準
備
資
産
の
一
覧
表

三

原
子
力
特
定
資
産
簿
価

［
削
る
］

四

前
号
の
額
の
算
定
根
拠
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３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
、
次

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
、
次

に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め

に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
同
項
の
承
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
と
き
は
、
同
項
の
承
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

［
略
］

一

［
略
］

二

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
が
適
正
か
つ
明
確
で

二

前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
適
正

あ
る
こ
と
。

か
つ
明
確
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
の
三

前
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
は

［
新
設
］

、
前
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
承
認

に
準
用
す
る
。
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第
二
十
八
条
の
四

対
象
発
電
事
業
者
は
、
第
二
十
八
条

［
新
設
］

の
二
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
区
分
し
て
整
理
し
た
原

子
力
特
定
準
備
資
産
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変

更
の
承
認
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）

に
係
る
原
子
力
特
定
資
産
の
帳
簿
価
額
（
以
下
「
原
子

力
特
定
資
産
簿
価
」
と
い
う
。
）
を
原
子
力
発
電
設
備

又
は
建
設
仮
勘
定
に
計
上
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経

済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
発
電
事
業
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
は
、
同
項
の
承
認
の
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申
請
に
基
づ
く
承
認
に
関
す
る
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間

は
、
当
該
申
請
に
係
る
原
子
力
特
定
資
産
簿
価
を
原
子

力
発
電
設
備
又
は
建
設
仮
勘
定
に
計
上
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

原
子
力
特
定
資
産
簿
価

二

前
号
の
額
の
算
定
根
拠

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
、
次

に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
同
項
の
承
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
事
由
が
円
滑

な
廃
止
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
。

二

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
が
適
正

か
つ
明
確
で
あ
る
こ
と
。
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（
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
に
関
す
る
特
例
）

（
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
に
関
す
る
特
例
）

第
二
十
八
条
の
五

対
象
発
電
事
業
者
は
、
そ
の
運
用
す

第
二
十
八
条
の
三

対
象
発
電
事
業
者
は
、
そ
の
運
用
す

る
原
子
炉
を
廃
止
す
る
た
め
に
法
第
二
十
七
条
の
二
十

る
原
子
炉
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
原

七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

子
炉
の
運
転
を
廃
止
し
た
時
に
当
該
原
子
炉
の
運
転
の

に
お
い
て
、
原
子
炉
の
運
転
を
廃
止
し
た
時
に
当
該
原

た
め
に
保
全
が
必
要
な
固
定
資
産
の
帳
簿
価
額
（
原
子

子
炉
の
運
転
の
た
め
に
保
全
が
必
要
な
固
定
資
産
の
帳

力
特
定
資
産
簿
価
を
除
き
、
建
設
仮
勘
定
に
計
上
さ
れ

簿
価
額
（
原
子
力
特
定
資
産
簿
価
を
除
き
、
建
設
仮
勘

た
固
定
資
産
（
原
子
炉
の
運
転
を
廃
止
し
た
後
に
竣
工

定
に
計
上
さ
れ
た
固
定
資
産
（
原
子
炉
の
運
転
を
廃
止

し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
帳
簿
価
額
を
含
む
。
）
及

し
た
後
に
竣
工
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
帳
簿
価
額

び
当
該
原
子
炉
に
係
る
核
燃
料
の
帳
簿
価
額
（
処
分
見

を
含
む
。
）
及
び
当
該
原
子
炉
に
係
る
核
燃
料
の
帳
簿

込
額
を
除
く
。
）
（
以
下
「
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定

価
額
（
処
分
見
込
額
を
除
く
。
）
（
以
下
「
原
子
力
廃

簿
価
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
原
子
炉
の
廃
止
に
伴

止
関
連
仮
勘
定
簿
価
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
原
子

つ
て
生
ず
る
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
拠
出
金
費
及
び
当
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炉
の
廃
止
に
伴
つ
て
生
ず
る
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
拠

該
核
燃
料
の
解
体
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す
る
額
（
以

出
金
費
及
び
当
該
核
燃
料
の
解
体
に
要
す
る
費
用
に
相

下
「
原
子
力
廃
止
関
連
費
用
相
当
額
」
と
い
う
。
）
を

当
す
る
額
（
以
下
「
原
子
力
廃
止
関
連
費
用
相
当
額
」

原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
に
振
り
替
え
、
又
は
計
上
し

と
い
う
。
）
を
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
に
振
り
替
え

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け

、
又
は
計
上
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
振
り
替
え
、
又

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
計
上
し
よ
う
と
す
る
資
産
等
の
項
目
に
つ
い
て
経
済

産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
簿
価
に
振

り
替
え
よ
う
と
す
る
資
産
項
目
は
原
子
力
廃
止
関
連
準

備
資
産
と
し
て
区
分
し
て
整
理
す
る
。

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
発
電
事
業
者

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
発
電
事
業
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
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お
い
て
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
は
、
同
項
の
承
認
の

お
い
て
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
は
、
同
項
の
承
認
の

申
請
に
基
づ
く
承
認
に
関
す
る
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間

申
請
に
基
づ
く
承
認
に
関
す
る
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間

は
、
当
該
申
請
に
係
る
資
産
項
目
を
原
子
力
廃
止
関
連

は
、
当
該
申
請
に
係
る
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
簿
価

準
備
資
産
に
区
分
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

及
び
原
子
力
廃
止
関
連
費
用
相
当
額
を
原
子
力
廃
止
関

連
仮
勘
定
に
振
り
替
え
、
又
は
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
・
二

［
略
］

一
・
二

［
略
］

三

原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
に
振
り
替
え
、
又
は
計

三

原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
簿
価
及
び
原
子
力
廃
止

上
し
よ
う
と
す
る
資
産
等
の
項
目
の
一
覧
表

関
連
費
用
相
当
額

［
削
る
］

四

前
号
の
額
の
算
定
根
拠

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
、
次

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
、
次

に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め

に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
同
項
の
承
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
と
き
は
、
同
項
の
承
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
・
二

［
略
］

一
・
二

［
略
］

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
が
適
正
か
つ
明
確
で

三

前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
適
正

あ
る
こ
と
。

か
つ
明
確
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
の
六

前
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
は

［
新
設
］

、
前
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
承
認

に
準
用
す
る
。

第
二
十
八
条
の
七

対
象
発
電
事
業
者
は
、
第
二
十
八
条

［
新
設
］

の
五
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
区
分
し
て
整
理
し
た
原
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子
力
廃
止
関
連
準
備
資
産
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
承
認
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も

の
）
に
係
る
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
簿
価
及
び
第
二

十
八
条
の
五
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
項
目
に
係
る
原

子
力
廃
止
関
連
費
用
相
当
額
を
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘

定
に
振
り
替
え
、
又
は
計
上
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
発
電
事
業
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
は
、
同
項
の
承
認
の

申
請
に
基
づ
く
承
認
に
関
す
る
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間

は
、
当
該
申
請
に
係
る
原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
簿
価
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及
び
原
子
力
廃
止
関
連
費
用
相
当
額
を
原
子
力
廃
止
関

連
仮
勘
定
に
振
り
替
え
、
又
は
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一

原
子
炉
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

二

原
子
力
廃
止
関
連
仮
勘
定
簿
価
及
び
原
子
力
廃
止

関
連
費
用
相
当
額

三

前
号
の
額
の
算
定
根
拠

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
、
次

に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
同
項
の
承
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
変
更
、
安
全
規
制
の
変
更
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず

る
も
の
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
事
由
が
円
滑

な
廃
止
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
。

三

前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
が
適
正

か
つ
明
確
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
の
八

対
象
発
電
事
業
者
に
係
る
原
子
力
廃

第
二
十
八
条
の
四

対
象
発
電
事
業
者
に
係
る
原
子
力
廃

止
関
連
仮
勘
定
は
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
が
前
条
第

止
関
連
仮
勘
定
は
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
が
前
条
第

一
項
の
承
認
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
日
以
後
初
め
て
一

一
項
の
承
認
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
日
以
後
初
め
て
一

般
送
配
電
事
業
者
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七

般
送
配
電
事
業
者
（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七

年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
四
十
五
条
の
二
十

年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
四
十
五
条
の
二
十

一
の
十
三
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が

一
の
十
三
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が

当
該
承
認
に
係
る
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
（
同
令
第
四
十

当
該
承
認
に
係
る
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
（
同
令
第
四
十

五
条
の
二
十
一
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
炉
円
滑

五
条
の
二
十
一
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
炉
円
滑
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化
負
担
金
を
い
う
。
）
を
回
収
す
る
た
め
法
第
十
八
条

化
負
担
金
を
い
う
。
）
を
回
収
す
る
た
め
法
第
十
八
条

第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に

第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
託
送
供
給
等
約
款
の
届
出
を
し
て
託
送
供
給
等
約

よ
り
託
送
供
給
等
約
款
の
届
出
を
し
て
託
送
供
給
等
約

款
を
変
更
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
十
年
間
均

款
を
変
更
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
十
年
間
均

等
償
却
す
る
も
の
と
し
て
算
定
し
た
額
を
償
却
す
る
こ

等
償
却
す
る
も
の
と
し
て
算
定
し
た
額
を
償
却
す
る
こ

と
と
す
る
。

と
と
す
る
。

別
表
第
１

（第
３
条
関
係

）

別
表
第
１

（第
３
条
関
係

）

資
産

資
産

⑴
固

定
資

産
⑴

固
定

資
産

科
目

項
備

考
科

目
項

備
考
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(
Ⅰ
)
電
気
事

［略

］

(
Ⅰ
)
電
気
事

［略

］

業
固
定
資
産

業
固
定
資
産

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

原
子
力
発
電

各
項
ご
と
に
原
子
力
特

原
子
力
発
電

各
項
ご
と
に
原
子
力
特

設
備

定
資
産

原
子
力
特
定

設
備

定
資
産
及
び
そ
の
他
に

、

準
備
資
産

原
子
力
廃

区
分
し
て
整
理
す
る

、
。

止
関
連
準
備
資
産
及
び

そ
の
他
に
区
分
し
て
整

理
す
る
。
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［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

（Ⅳ

）固
定

（Ⅳ

）固
定

資
産
仮
勘
定

資
産
仮
勘
定

建
設
仮
勘
定

（何

）

電
気
事
業
固
定
資
産
建

建
設
仮
勘
定

（何

）

電
気
事
業
固
定
資
産
建

設
工
事
口

電
気
事
業

設
工
事
口

電
気
事
業

、
、

固
定
資
産
建
設
準
備
口

固
定
資
産
建
設
準
備
口

附
帯
事
業
固
定
資
産

附
帯
事
業
固
定
資
産

、
、

建
設
工
事
口
及
び
事
業

建
設
工
事
口
及
び
事
業

外
固
定
資
産
建
設
工
事

外
固
定
資
産
建
設
工
事

口
に
区
分
し
て
整
理
す

口
に
区
分
し
て
整
理
す
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る
る

。
。

各
項
ご
と
に
原
子
力
特

各
項
ご
と
に
原
子
力
特

定
資
産

原
子
力
特
定

定
資
産
及
び
そ
の
他
に

、

準
備
資
産

原
子
力
廃

区
分
し
て
整
理
す
る

、
。

止
関
連
準
備
資
産
及
び

そ
の
他
に
区
分
し
て
整

理
す
る
。

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

（Ⅴ

）核
燃

［略

］

（Ⅴ
）核

燃

［略

］

料
料



- 19 -

装
荷
核
燃
料

炉
内
に
装
荷
さ
れ
て
い

装
荷
核
燃
料

炉
内
に
装
荷
さ
れ
て
い

る
も
の
を
発
電
所
別
及

る
も
の
を
発
電
所
別
及

び
実
用
発
電
用
原
子
炉

び
実
用
発
電
用
原
子
炉

別
に
整
理
す
る

別
に
整
理
す
る

。
。

原
子
力
廃
止
関
連
準
備

［新
設

］

資
産
及
び
そ
の
他
に
区

分
し
て
整
理
す
る
。

加
工
中
等
核

各
項
ご
と
に
原
子
力
廃

加
工
中
等
核

［新
設

］

燃
料

止
関
連
準
備
資
産
及
び

燃
料

そ
の
他
に
区
分
し
て
整

理
す
る
。
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［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

［略

］

備
考

表
中
の
［

］
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
確
立
を
図
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
十
六
号)

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和

四
年
十
一
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
事
業
会
計
規
則
第
二
十
八
条
の
二
か
ら
八
ま
で
の
規
定
は
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
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給
構
造
の
確
立
を
図
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年

法
律
第
四
十
六
号
）
附
則
第
五
条
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
日
を
経
過
す
る
日
以
後
に
電
気
事
業
法
第
二
十
七

条
の
二
十
七
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
経
過
す
る
日
前
に
当
該
事

項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


